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第18回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール受賞作品が決定！！
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　９月１１日から１４日の間、
ウェスティンホテル東京にお
いて北太平洋海上保安フォ
ーラムを開催しました。１８
回目となる本会合では、日
本、カナダ、中国、韓国、
ロシア、アメリカの海上保
安機関の長官級が一堂に会
し、北太平洋の治安の維持
と安全の確保に向けた連携
・協力を確認する「共同宣言」
を採択しました。

　また、９月１４日には、同会
場において世界の海上保安機
関等から長官級を招へいし、
世界で初となる「世界海上保
安機関長官級会合」を日本財
団と共同開催しました。
　開催に先立ち、９月１２日
に迎賓館赤坂離宮で行われた
歓迎レセプションには安倍内
閣総理大臣がご出席され、「今
後、皆様の活躍で、海の平和
と繁栄が守り続けられていく
事を期待しています。」と述べ
られました。

　本会合では、３４カ国１地域３国際機関が参加し、海上保安分野における地球規模で解決すべき課題
について、「海上の安全及び環境保護」、「海上セキュリティ」、「人材育成」の３つのテーマに分けて先駆
的な取組み等が発表され、意見が交わされました。会合の総括として、世界が直面している課題を克服す
るため、世界中の知恵及び技術を結集すること、連携の強化及び対話の拡大を図ることの重要性等を確
認する議長総括をとりまとめました。

世界海上保安機関長官級会合

第18回北太平洋海上保安フォーラム

世界海上保安機関長官級会合歓迎レセプション（迎賓館赤坂離宮）

海上保安庁長官

北
太
平
洋
海
上
保
安
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
世
界
海
上
保
安
機
関
長
官
級
会
合
を
開
催
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 かいほジャーナル 73号  2

　９月２０日（現地時間９月１９日）、メキシコで発生した大規模地震
を受けて、日本政府派遣の国際緊急援助隊・救助チームに海上保安
庁職員１４名が参加しました。
　現場は、ビルがパンケーキ状に倒壊しており、不十分なショアリング（木
材を支えとして傾斜したビルを支える方法）状況の中、縦穴を掘削し
た後、狭隘な横方向への捜索を強いられるなど過酷な環境でしたが、
一名のご遺体を回収したほか、瓦礫に閉じ込められた犬一匹を生体で
救出しました。
　捜索・救助活動終了後、現地の子どもたちから感謝の気持ちとして
手作りのペンダントが贈られ、職員一人一人の首にかけられました。

　10月5日、島根県隠岐の島北方約４００キロの公海において中国漁船「LURONG YUANYU 378」
と香港籍タンカー「BRIGHT OIL LUCKY」が衝突し中国漁船が転覆、乗組員１６名のうち４名は僚
船により救助されるも、１２名が行方不明となる事案が発生しました。海上保安庁は中国海難救助機
関からの救助要請を受け、直ちに巡視船３隻、特殊救難隊６名、機動救難士３名、潜水士６名を派遣
し、行方不明となっている１２名全員（死亡）を転覆船内から救助しました。
　中国漁船救助を受け、李天然中華人民共和国駐大坂総領事が第八管区海上保安本部を訪れ、犠牲者
の遺族に代わって、日本の人道的救助活動に対する感謝の意が述べられました。

隠
岐
の
島
北
方
海
域
に
お
け
る

中
国
漁
船
転
覆
事
案
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国
際
緊
急
援
助
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救
助
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と
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上
保
安
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を
メ
キ
シ
コ
に
派
遣
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海
上
保
安
庁
音
楽
隊

第
24
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
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防寒帽を紹介する隊員

　11月8日、東京芸術劇場・コンサートホール（東京都
豊島区）において海上保安庁音楽隊第２４回定期演奏会
を開催し、約1,500人の方々にご来場いただきました。
　演奏会は、第Ⅰ部オープニングの行進曲『黒馬騎兵中隊』
で幕を開け、英国民謡の『スカボロー・フェア』や『イ
ーストコーストの漁師の歌』を演奏しました。
　第Ⅱ部は、楽しいサンバ隊とチューバソロで送る『恋
のカーニバル』で始まり、『「君の名は。」コレクション』
や『ベスト・オブ・ビリー･ジョエル』など映画音楽やポ
ップスなど５曲をお届けしました。
　曲の合間には、若手隊員４名が音楽隊に入隊する前の
勤務地での仕事や生活を紹介し、海上保安庁の理解を深
めていただきました。

　１４９周年灯台記念日である平成２９年１１月１日、「灯
台のある風景」をテーマとした灯台絵画コンテスト２０１７
の最優秀作品である海上保安庁長官賞受賞者に対し、長
官から表彰状を授与しました。
　「灯台記念日」は、日本初の洋式灯台である観音埼灯
台の起工日に因んでおり、来年には１５０周年の節目の年
を迎えることから、これを機に記念式典等の各種イベント
を開催することとしております。

１
４
９
周
年
灯
台
記
念
日
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 かいほジャーナル 72号  4

海
洋
調
査
と
情
報
提
供
を
通
じ
て
日
本
の
未
来
を
拓
く
海
洋
情
報
部

海
を
知
り
、海
を
生
か
す

火
山
活
動
に
よ
り
島
の
面
積
が
拡
大
し
話
題
を
集
め
た
西
之
島

地
形
の
変
化
に
伴
い
新
た
な
海
図
が
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
調
査
か
ら
海
図
の
編
集
、
発
行
ま
で
を
実
施
し
た
の
が
海
洋
情
報
部
だ

海
を
調
べ
、
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
海
上
交
通
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る

取
材
・
文
／
中
島 

敦
（
オ
ン
サ
イ
ト
）



　

航
海
の
安
全
と
防
災・環
境
保
全
の
た
め
の
調

査
、そ
し
て
海
洋
権
益
確
保
の
た
め
の
調
査
を
行

い
、海
図
を
作
り
、得
ら
れ
る
海
洋
情
報
を
日
々

発
信
し
て
い
く
、そ
れ
が
海
洋
情
報
部
の
主
な
仕

事
だ
。四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
日
本
で
は
、身

近
な
レ
ジ
ャ
ー
や
漁
業
、そ
し
て
海
運
と
、人
々
の

生
活
は
海
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。日
本
で
消
費

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
の
大
半
は
海
外
か
ら

輸
入
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
を
担
う
の
は

海
運
だ
。海
洋
情
報
部
を
率
い
る
仙
石
新（
せ
ん

ご
く
あ
ら
た
）部
長
は「
そ
れ
だ
け
に
海
路
の
安

全
を
保
つ
こ
と
は
、我
が
国
に
と
っ
て
死
活
的
に
重

要
で
す
」と
海
上
交
通
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

本
庁
の
海
洋
情
報
部
は
企
画
立
案
・
統
括
を

担
う
企
画
課
と
技
術・国
際
課
、測
量・観
測
を
手

が
け
る
海
洋
調
査
課
と
環
境
調
査
課
、観
測
さ

れ
集
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
情
報
提
供
す
る
海
洋
情
報

課
と
航
海
情
報
課
と
い
う
６
つ
の
課
に
大
別
さ
れ

る
。測
量
船
は
大
型
の
昭
洋
、拓
洋
を
筆
頭
に
本

庁
に
５
隻
配
備
。ま
た
、海
洋
情
報
部
は
全
11
の

管
区
海
上
保
安
本
部
に
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、第

三
、四
、五
、六
、七
、十
、十
一
管
区
に
は
20
メ
ー
ト

ル
ク
ラ
ス
の
小
型
測
量
船
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。

開
国
直
後
か
ら
連
綿
と
続
く
歴
史

　

海
洋
情
報
部
の
歴
史
は
、昭
和
23
年
に
設
立
さ

れ
た
海
上
保
安
庁
の
そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
長
い
。

明
治
４
年（
１
８
７
１
年
）、開
国
間
も
な
い
明
治

政
府
が
海
図
作
製
の
た
め
の
海
洋
調
査
を
開
始

し
、海
軍
部
に
国
の
海
洋
調
査
か
ら
海
図
作
製
ま

で
を
一貫
し
て
行
う
機
関
で
あ
る
水
路
局
を
設
置

し
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
り
、翌
明
治
５
年
に

は「
釜
石
港
」の
海
図
を
刊
行
、こ
れ
が
日
本
で
作

製
さ
れ
た
本
格
的
な
海
図
の
第
一
号
と
さ
れ
て
い

る
。こ
の
水
路
局
は
運
輸
省
外
局
の
水
路
部
を
経

て
、昭
和
23 

年
に
海
上
保
安
庁
水
路
部
と
な
り

現
在
に
至
って
い
る
。

企画課

技術・国際課

海洋調査課
海上保安庁海洋情報部

環境調査課

海洋情報課

航海情報課

管区海上保安本部 海洋情報部

組織図
海洋情報部所掌事務の総合調整及
び重要事項の企画立案

水路の測量

技術的重要事項の企画立案

海洋汚染防止のための調査、海象
の観測

海洋情報の収集・管理・提供及び
国際交換

水路図誌の刊行
水路通報・航行警報の提供

（�※第十一管区は海洋情報監理課
と海洋情報調査課）

5 

本庁海洋情報部を率いる仙石新部長。広い海と向き合
い、日々、調査と情報発信に努め安全な海の活用を推
進する業務について「継続は力なり」と語る。

西之島を背景に、測深作業中の昭洋

5 



海上保安庁が導入した自律型海洋観測装置AOV（Autonomous Ocean 
Vehicle）。浮体は、３メートルほどの長さで、遠隔操作または事前に設定
したルートに従い移動し、自動で気象・海象の観測を行う。AIS受信機を備
えており、接近する船舶を避け、接触を回避する機能を有している。

西之島で音響測深を行った特殊搭載艇マンボウⅡ。測深した航跡とその測深結果。

 かいほジャーナル 73号  6

拡
大
す
る
西
之
島
も
調
査

　

海
洋
調
査
の
目
的
は
主
に
海
洋
権
益
の
確
保
、

航
海
の
安
全
確
保
、防
災・環
境
保
全
に
あ
る
が
、

海
洋
権
益
確
保
の
例
と
し
て
は
、国
連
海
洋
法
条

約
を
受
け
て
昭
和
58
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で
実

施
し
た
大
陸
棚
調
査
が
挙
げ
ら
れ
る
。海
上
保

安
庁
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、

我
が
国
は
７
海
域（
74
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）の

海
域
延
長
を
国
連
に
申
請
、う
ち
４
海
域（
31
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）が
認
め
ら
れ
た（
そ
の
内
２

海
域
は
関
係
国
と
の
調
整
が
必
要
）。ま
た
審
査

が
先
送
り
さ
れ
て
い
る
１
海
域（
25
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）に
つ
い
て
も
、早
期
に
審
査
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
我
が
国
は
働
き
か
け
て
い
る
。

　

航
海
安
全
の
た
め
の
調
査
で
は
航
行
に
必
要
な

海
図
等
を
最
新
の
状
態
に
保
つ
た
め
、港
湾
や
航

路
の
水
深
を
音
響
測
深
機
な
ど
を
用
い
て
測
深

し
、海
底
の
地
形
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。平
成
25

年
以
降
、火
山
活
動
に
よって
島
が
拡
大
し
て
い
る

西
之
島
で
は
、島
及
び
周
辺
海
域
を
測
量
し
、今

年
６
月
30
日
に
新
た
な
海
図
を
発
行
し
た
。

　

西
之
島
の
調
査
は
平
成
27
年
度
か
ら
28
年
度

に
実
施
さ
れ
、測
量
船
の
昭
洋
と
拓
洋
、そ
し
て

航
空
機
Ｍ
Ａ
７
２
５「
み
ず
な
ぎ
」を
用
い
て
沿
岸

域
の
測
深
、極
浅
海
域
の
測
深
、島
内
に
基
準
点

を
設
置
し
て
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
観
測
、沿
岸
海
域
で
の
験

潮
観
測
な
ど
を
実
施
。噴
火
活
動
が
継
続
し
て

い
た
た
め
航
行
警
報
に
よ
る
注
意
が
発
出
さ
れ
て

い
る
間
は
、無
人
航
行
が
可
能
な
特
殊
搭
載
艇
マ

ン
ボ
ウ
Ⅱ
が
威
力
を
発
揮
、周
辺
海
域
の
音
響
測

深
を
行
っ
た
。極
浅
部
で
は
航
空
機
か
ら
の
レ
ー

ザ
ー
測
深
を
実
施
し
た
。

　

噴
火
警
報
の
警
戒
範
囲
の
解
除
後
は
、関
係
機

関
と
共
に
上
陸
し
て
調
査
を
実
施
し
、水
路
測

量
標
を
設
置
し
た
が
、環
境
保
全
の
た
め
島
に
上

陸
す
る
際
に
は
持
ち
込
む
機
材
や
服
装
ま
で
細

か
く
制
約
が
設
け
ら
れ
、そ
れ
に
則
っ
て
の
上
陸

と
な
っ
た
。最
少
人
数
、最
小
頻
度
の
調
査
に
留
め

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、衣
類・備
品
等
は
極
力

新
品
を
用
意
し
冷
凍
も
し
く
は
ア
ル
コ
ー
ル
等
に

よ
って
清
浄
。船
に
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
設
置
、さ

ら
に
上
陸
時
は
いっ
た
ん
全
身
を
海
中
に
沈
め
て

か
ら
岸
に
上
が
る
ウ
ェッ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
徹
底

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
を
踏
ま
え
今
年
6
月
30
日

に
西
之
島
の
海
図
が
発
行
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、西

之
島
で
は
そ
の
後
再
び
活
動
が
活
発
化
す
る
な

ど
、地
形
は
現
在
も
変
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、航
海
の
安
全
に
必
要
な
潮
流・潮
汐
や

海
流
等
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
も
実
施
し
て

い
る
。全
国
20
ヶ
所
の
験
潮
所
で
潮
の
干
満（
海

面
の
上
下
動
）を
観
測
し
て
お
り
、そ
の
観
測
結

果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
公
開
さ
れ

て
い
る
。海
流
観
測
は
船
底
に
設
置
し
た
Ａ
Ｄ
Ｃ

Ｐ（A
coustic D

oppler Current Profiler

）

で
超
音
波
を
発
射
し
て
海
流
を
測
定
し
、平
日
に

つ
い
て
は
海
洋
速
報
を
、土
日
に
つ
い
て
は
海
流
推

測
図
を
発
行
し
て
い
る
。10
月
に
は
気
象
庁
と
共

に
黒
潮
の
大
蛇
行
に
つ
い
て
情
報
を
配
信
し
た
。

速
い
と
こ
ろ
で
４
〜
５
ノ
ッ
ト
の
速
さ
で
流
れ
る
黒

潮
は
航
行
や
漁
業
へ
の
影
響
も
大
き
く
、非
常
に

大
切
な
情
報
と
な
る
。

　

最
近
で
は
自
律
型
海
洋
観
測
装
置
Ａ
Ｏ
Ｖ

（A
utonom

ous O
cean V

ehicle

）を
導
入
し

た
。波
の
上
下
動
を
推
進
力
と
し
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
か
ら
の
電
力
で
機
器
を
作
動
さ
せ
る
こ
の
Ａ
Ｏ

Ｖ
は
長
さ
約
3
メ
ー
ト
ル
、重
量
約
１
５
０
㎏
。約

１
．３
ノ
ッ
ト
ほ
ど
の
速
度
で
移
動
し
、1
年
以
上

の
長
期
無
人
観
測
を
可
能
と
す
る
。様
々
な
観

測
機
器
を
装
備
し
て
お
り
気
温・気
圧
、風
向・風

速
、流
向・流
速
、水
温・塩
分
、波
高
、潮
位
を
観

測
で
き
る
。現
在
８
台
が
稼
働
し
て
い
る
が
、平
成

29
年
度
中
に
16
台
ま
で
拡
充
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

防
災・環
境
保
全
の
た
め
の
調
査
と
し
て
は
、地

震・火
山
噴
火
等
の
自
然
災
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
、海
底
地
殻
変
動
観
測
、海
域
火
山
調
査

等
を
実
施
し
て
お
り
、乗
揚
げ
等
に
よ
る
油
、有

害
液
体
物
質
の
流
出
な
ど
、海
上
に
お
け
る
災
害

に
よ
っ
て
発
生
す
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、漂
流
予
測
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、江
東
区
青
海
に
あ
る
海
洋
汚
染
調
査
室



（
青
海
総
合
庁
舎
内
）で
は
、日
本
周
辺
海
域
の

海
洋
汚
染
や
放
射
能
の
調
査・分
析
を
行
っ
て
い

る
。放
射
能
調
査
は
国
の
原
子
力
行
政
一
元
化
の

方
針
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、日
本
周
辺
の
海

水・海
底
土
を
採
取
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
続
け
て

い
る
。こ
の
室
で
は
放
射
性
物
質
や
危
険
な
薬
品

を
扱
う
た
め
、オ
ー
ト
ロッ
ク
と
監
視
モ
ニ
タ
ー
を

備
え
、さ
ら
に
空
調
も
独
自
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
。勤
務
中
は
常
に
職
員
の
居
場
所
を
把
握
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、残
業
す
る
際
も
必
ず
２
名
１

組
で
行
う
な
ど
、徹
底
し
た
安
全
管
理
体
制
が
取

ら
れ
て
い
る
。

調
査
で
得
た
情
報
を
人
々
へ
配
信

　

海
洋
調
査
か
ら
得
た
水
深
、潮
流
、潮
汐
な
ど

の
情
報
は
、航
路
や
航
法
と
いっ
た
航
行
安
全
に

必
要
な
情
報
と
共
に
海
図
な
ど
の
水
路
図
誌
と

し
て
作
製・刊
行
さ
れ
、水
路
通
報
や
航
行
警
報
、

海
洋
速
報
な
ど
に
よ
り
最
新
情
報
が
提
供
さ
れ

て
い
る
。

　

海
図
は
計
画
に
基
づ
い
て
年
間
80
〜
１
０
０
枚

程
が
作
製
さ
れ
る
。縮
尺
は
４
０
０
０
万
分
の
1
か

ら
５
０
０
０
分
の
1
ま
で
。航
行
ル
ー
ト
の
設
定
に

は
広
く
全
体
を
俯
瞰
で
き
る
小
縮
尺
の
も
の
、入

港
す
る
際
に
は
詳
細
な
大
縮
尺
の
も
の
と
い
う
よ

う
に
、航
海
者
の
用
途
に
応
じ
た
ス
ケ
ー
ル
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　

海
図
に
は
水
深
は
当
然
だ
が
航
海
の
目
標
と
な

る
岬
な
ど
の
海
岸
地
形
や
構
造
物
、灯
台
な
ど
航

路
標
識
の
配
置
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、当
然
の

こ
と
な
が
ら
こ
れ
ら
は
国
際
基
準
に
則
っ
た
記
号

や
表
現
方
法
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
る
。ま
た
日

本
語
だ
け
で
な
く
英
語
版
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
一定
以
上
の
規
模
の
船
に
は
電
子
海
図
表
示
装

置
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、こ
の
場
合
は
電
子
海
図

が
活
用
さ
れ
る
。電
子
海
図
の
デ
ー
タ
に
は
、そ
れ

が
い
つ
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
な
ど
、海
図
に
は

記
載
さ
れ
な
い
情
報
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

海
図
、電
子
海
図
ど
ち
ら
も
、そ
の
編
集
は
細
か

い
だ
け
で
な
く
、た
だ
コ
ピ
ー
し
て
貼
り
付
け
る
よ

う
な
単
純
作
業
で
は
な
い
。編
集
作
業
に
あ
た
る

職
員
の一人
は「
自
分
が
描
く
線
が
わ
ず
か
に
ず
れ

た
だ
け
で
、実
際
の
海
で
は
さ
ら
に
大
き
な
ず
れ
が

生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。使
う
人
の
視
点
で
分
か
り

や
す
く
を
心
が
け
て
い
ま
す
」と
説
明
。

　

さ
ら
に「
縮
尺
が
大
き
く
な
る
と
情
報
量
も
増

え
ま
す
が
、実
は
小
縮
尺
の
方
が
編
集
は
難
し
い
。

掲
載
で
き
る
情
報
が
限
ら
れ
て
く
る
の
で
、ど
の
情

報
が
大
切
な
の
か
を
正
確
に
理
解
し
、大
事
な
も

の
だ
け
を
残
し
て
い
く
。こ
の
作
業
が
非
常
に
難
し

い
の
で
す
」と
海
図
編
集
の
難
し
さ
を
語
っ
た
。

　

航
路
標
識
の
変
更
な
ど
、海
図・電
子
海
図
を

最
新
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
や
海
上
作

業
な
ど
の一
時
的
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
の
が

水
路
通
報
と
電
子
水
路
通
報
だ
。海
岸
線
や
水

深
な
ど
の
変
化
に
合
わ
せ
て
内
容
を
更
新
す
る

た
め
の
情
報
が
提
供
さ
れ
、ユ
ー
ザ
ー
は
そ
れ
ぞ

れ
手
持
ち
の
海
図・電
子
海
図
を
更
新
す
る
。海

図
の
内
容
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
修

正
で
は
な
く
改
版
を
行
う
。

　

航
行
警
報
に
は
大
洋
を
航
行
す
る
船
舶
を
対

象
と
す
る
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ａ
航
行
警
報
、距
岸
約

３
０
０
海
里
以
内
の
沿
岸
海
域
を
航
行
す
る
船

舶
を
対
象
と
す
る
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
航
行
警
報
、太

平
洋・イ
ン
ド
洋
及
び
周
辺
諸
海
域
を
航
行
す
る

日
本
船
舶
を
対
象
と
す
る
日
本
航
行
警
報
、そ

し
て
港
及
び
そ
の
付
近
を
航
行
す
る
船
舶
を
対

象
と
す
る
地
域
航
行
警
報
が
あ
る
。Ｎ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｒ

Ｅ
Ａ
航
行
警
報
は
世
界
的
な
枠
組
み
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、全
世
界
を
21
に
分
割
し
た
区
域
の
う

ち
、日
本
は
調
整
国
と
し
て
第
11（
Ⅺ
）区
域
を
担

当
し
て
い
る
。

　

航
行
警
報
の
種
類
に
よ
る
が
、情
報
は
日
々
数

回
定
時
及
び
随
時
、イ
ンマ
ル
サ
ッ
ト
衛
星
等
を
介

し
た
無
線
電
信
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、無
線
放
送
等

に
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
。

新
た
な
海
洋
情
報
の
表
示
シ
ス
テ
ム
の
開
発
へ

　

現
在
、海
上
保
安
庁
で
は
様
々
な
海
洋
調
査
機

関
か
ら
得
ら
れ
た
海
洋
情
報
を
一
元
的
に
管
理・

提
供
す
る
海
洋
台
帳
を
運
用
し
て
い
る
。こ
の
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
様
々
な
情
報
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
地
図
上
に

重
ね
合
わ
せ
て
表
示
し
、海
洋
開
発
や
海
洋
環
境

保
全
、沿
岸
防
災
、海
洋
教
育
な
ど
広
範
囲
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
海
洋
台
帳
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
シ
ス
テ

ム
と
し
て
現
在
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
海

洋
状
況
表
示
シ
ス
テ
ム
だ
。総
合
海
洋
政
策
本
部

2016年～2017年に実施した西之島の測量では、航空機による極浅海域の測深や
特殊搭載艇マンボウⅡによる測深を実施した。火山活動が落ち着いてからはゴ
ムボートにより上陸し、水路測量標やGPSアンテナを設置した。

海洋汚染調査室では、採取してきた海水や海底土に含まれる汚染
物質や放射性物質を測定し、インターネット等で公開している。

上陸前の安全確認

水路測量標の設置 GPS観測

航空機からのレーザー測深

7 



従来の海図と更新した海図の2枚のデータを取り込むと、
相互で異なる箇所を表示する機器を用いて校正を行う。

の
決
定
に
基
づ
き
、日
本
の
海
洋
状
況
把
握
に
資

す
る
海
洋
情
報
の
効
果
的
な
集
約
及
び
的
確
な

共
有・提
供
を
行
う
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、海
上
保
安
庁
が
海
洋
台
帳
を
基
盤
と
し
て

新
た
に
開
発
す
る
も
の
だ
。

　

関
係
機
関
か
ら
の
デ
ー
タ
を
表
示
す
る
の
は
海

洋
台
帳
と
同
様
だ
が
、大
き
な
特
徴
は
そ
れ
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
で
き
る
こ
と
。ま
た
地
球
全

体
を
対
象
と
し
た
広
域
性
も
備
え
た
も
の
に
な

る
。扱
う
情
報
と
し
て
も
衛
星
画
像
や
降
水
分

布
、風
向
風
速
、海
面
水
温
、船
舶
動
静
、ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
映
像
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
海
流
、海
洋
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
情
報
な
ど
、よ
り
多
彩
な
デ
ー
タ
を
取
り
込

み
提
供
す
る
こ
と
で
、災
害
発
生
時
の
漂
流
物・

漂
流
者
の
予
測
や
効
率
的
な
運
航
航
路
の
選
定
、

海
上
浮
流
油
発
生
時
の
防
除
計
画
策
定
な
ど
、

災
害
か
ら
産
業
振
興
、海
上
安
全
、そ
し
て
環
境

保
全
な
ど
に
有
効
な
シ
ス
テ
ム
と
な
る
だ
ろ
う
。

国
際
的
な
水
路
技
術
の
発
展
に
貢
献

　

日
本
は
海
図
の
世
界
的
な
統
一を
図
る
た
め
に

設
立
さ
れ
た
国
際
水
路
機
関
に
加
盟
し
、水
路

分
野
に
お
け
る
基
準
策
定
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
各
国
と
水
路
デ
ー
タ・情
報
の
交
換
を
実
施
す

る
な
ど
世
界
的
な
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。

海
外
へ
の
技
術
協
力
の
分
野
で
も
、毎
年
開
発
途

上
国
の
水
路
技
術
者
に
対
し
て
研
修
を
実
施
、各

国
の
水
路
業
務
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
力
し
て
毎
年
実
施
す
る
こ
の
集

団
研
修
は
約
6
カ
月
に
及
ぶ
も
の
で
、こ
れ
ま
で

に
44
カ
国
か
ら
４
０
０
名
以
上
の
水
路
技
術
者
が

参
加
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
活
躍
す
る
人
材
を
輩
出

し
て
い
る
。

　
「
日
本
の
海
だ
け
を
調
査
し
て
安
全
に
し
て
も

外
航
航
路
の
安
全
を
保
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。開

発
途
上
国
の
海
図
を
よ
く
す
る
こ
と
で
国
際
航
路

の
安
全
を
保
つ
、そ
の
た
め
の
国
際
的
な
能
力
向
上

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
」と
仙
石
部
長
は

説
明
し
た
。海
は
世
界
と
繋
が
って
い
る
。海
洋
情

報
の
収
集
や
そ
の
提
供
も
、諸
外
国
と
連
携
が
取

れ
て
こ
そ
有
益
な
活
用
に
繋
が
る
も
の
だ
。

今
後
の
海
洋
情
報
部
の
重
要
な
取
り
組
み

　

仙
石
部
長
は
、今
後
の
海
洋
情
報
部
の
重
要
な

取
り
組
み
と
し
て
、海
洋
権
益
を
守
る
た
め
の
調

査
と
海
洋
状
況
把
握
の
2
点
を
挙
げ
た
。

　

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、当
然
隣
国
と
の
境

界
は
海
上
に
あ
る
が
、実
は
こ
の
境
界
は
隣
接
国

と
の
協
議
に
よ
り
決
定
す
る
も
の
で
画
定
し
て
い

な
い
場
合
が
多
く
、一方
で
日
本
の
海
域
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
隣
接
国
が
積
極
的
に
調
査
を
行
っ

て
い
る
現
実
が
あ
る
。将
来
の
境
界
画
定
の
た
め

に
も
、調
査
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
不
可
欠
だ
。絶
え

間
な
い
調
査
に
よ
って
日
本
の
海
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
、国
際
法
に
準
じ
た
海
洋
権
益
の
確
保

に
繋
が
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
太
平
洋
側
の
大
陸
棚
調
査
が
ひ
と

段
落
し
た
今
、こ
れ
か
ら
は
日
本
海
側
、東
シ
ナ

海
側
で
の
調
査
を
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
必
要

が
あ
り
、そ
の
た
め
新
し
い
測
量
船
の
配
備
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。平
成
31
年
度
就
役
予
定
の
こ
の

新
造
船
は
、総
ト
ン
数
約
４
，０
０
０
ト
ン
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
で
最
大
規
模
の
も
の
と
な
る
。

　

そ
し
て
も
う
１
つ
は
、海
洋
環
境
保
全
を
図
り

な
が
ら
調
和
を
持
っ
た
開
発
を
進
め
、自
然・海
洋

か
ら
の
脅
威
か
ら
日
本
を
守
る
た
め
に
海
の
今
を

知
る
と
い
う
こ
と
。前
述
し
た
海
洋
状
況
表
示
シ

ス
テ
ム
が
、こ
こ
で
は
大
き
く
役
立
つ
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

仙
石
部
長
は「
我
々
の
仕
事
は
、す
ぐ
に
結
果

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。西

之
島
に
し
て
も
黒
潮
の
大
蛇
行
に
し
て
も
、現
象

と
し
て
は
数
年
続
く
よ
う
な
長
い
も
の
ば
か
り
で

す
。広
範
囲
で
時
間
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
い
も
の
を

対
象
と
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、た
ゆ
ま
ず
、少
し

ず
つ
、こ
つ
こ
つ
と
成
果
を
積
み
重
ね
て
い
く
。そ

う
い
う
心
持
ち
で
こ
れ
か
ら
も
海
と
向
き
合
っ
て

い
き
ま
す
」と
言
葉
を
結
ん
だ
。

 かいほジャーナル 73号  8

JICAと協力し、開発途上国を対象に水路技術者養成の国際認定研修を毎年
実施。2017年度はマレーシア、ウクライナ、インドネシア、フィリピン、
エルサルバドルの5カ国から計9名が参加、海図作成に必要な理論を学び、
実習を行った。



ディーゼル・エレクトリック方式を採用し
1998年シップ・オブ・ザ・イヤーを受賞 測量船 昭洋本庁海洋情報部所属の測量船昭洋は、総トン数3,000トン、全長98m。
海洋情報部でもっとも大型の測量船だ。測深と海底下の構造を測ること
が主要な作業となっている。
いちばんの特徴は観測精度の向上のため静粛性と低振動の電動モーター
を推進機として用いている点である（そのための電力はディーゼルエン
ジンによって賄われている）。また観測作業甲板の船尾端中央には6トン用、
張出甲板には3トン用のギャロスが装備され、観測機器の曳航や揚げ下
ろし等に使用されている。
海の深さを測る測深機は深海用と浅い海域用の2種を装備。片舷75度、
両側で150度の範囲を一度に測深できるマルチビーム測深機により、効
率良い測深を可能としている。また、深海用音波探査装置を備え、海底
下の地層構造を調べられるのも大きな特徴だ。観測室ではこうして収集
したデータを30分置きにファイルにし、それをパソコンに移してその場
でデータ処理を進める。
小型搭載艇を2艇装備。無人航行可能な特殊搭載艇マンボウⅡは、危険
海域での調査に威力を発揮するもので、西之島での測深にも活用された。

「深海の水の冷たさを感じ、
最初に試料に触れ、目にする魅力」
測量船昭洋　観測士補　佐藤 望海（22歳）

父が船に乗っていたこともあり、子供の頃から海上保安庁の船を目にしていまし
た。ホームページで調べると海洋情報部の業務に海の調査というのがあり、これ
は面白そうだと思ったのが入庁のきっかけです。もともと数学や物理、化学が好
きな理数系です。
船では実際に採取したデータに一番に触れることができるのが魅力です。3,000m
の深さから試料となる海水を採ってその冷たさを感じたり、海底の地形のデータ
も陸上勤務の人より先に見ることができる。そういう事がこの業務の醍醐味です。
地層の厚さを測る深海音波探査ではエアガンを組み立て120気圧の空気を海中
に発射します。すごい圧力ですし音も大きいのですが、うまくいった時には達成
感が味わえます。
　沖ノ鳥島も実際に上陸して調査しましたし、西之島だってなかなか行けない場
所でしょう？　人の行けないところに行けるのは魅力です。それに噴火。西之島
では双眼鏡で噴火の様子を観察しましたが、あれを見たらテーマパークの火山と
か、迫力が違いすぎますね。
　西之島では無人航行中のマンボウⅡが故障して流されてしまったことがありま
す。あの時、「お前、身軽だから行ってこい」と言われて梯子から乗り移って有
人航行させましたが、波もあって揺れている中で緊張しました。でも、そういう
仕事を任せてくれたわけですし、無事に任務を終了した後は嬉しかったですね。
　出航するとだいたい一ヶ月間近くの長期行動になります。携帯の電波なんて届
きませんが、すぐに慣れてそれが普通になります。一方でまとまった休みが取れ
るので旅行にも行きやすいですし、オフには仲間と連絡を取り合って出かけてい
ます。でも、山登りや川釣り、海釣り、それにオートバイと多趣味なので、実は
休みも忙しいんですけれどね（笑）

9 

観測室

ストリーマーケーブル（音波探査装置受信部）

ギャロス

特殊搭載艇マンボウⅡ

船橋

機動測量艇



昭和15年にドイツから潜水艦
で輸入されたというステレ

オ・プラニグラフ（一級図化機）
C5型。カールツァイス社製。当
時の水路部（現在の海洋情報部）
が使用しました。各地に移動させ
ながら第二次大戦中の戦火を逃れ
ており、同型の製品は現在、ドイ
ツと日本に1台ずつしか残されて
いないと言われています。

伊能図とは、伊能忠敬と彼の
測量隊が全国を測量して制

作した日本地図の総称で、制作時
期や縮尺等、複数の種類がありま
す。初代水路部長を務めた柳楢悦
は海図を作成するにあたり伊能図
の副本を模写しましたが、大正12
年の関東大震災で焼失してしまい
ました。実用のために再模写され
ていた147枚が難を免れ、現在に
至っています。従ってこの海洋情
報資料館に保管されているものは
謄写図をさらに謄写したものです
が、これだけの数がまとまって保
管されているところは他にはなく、
非常に貴重な資料と言えます。

柳らは明治4年4月から北海道沿岸の測量を実施。
8月に小樽港の測量を終えると、帰路の途中で陸

中の宮古港を測量、さらに9月に釜石港を測量しました。
測量した時期は宮古港が先でしたが海図としては釜石
港が先に刊行され、日本の海図第一号とされています。

津藩出身の柳楢悦（やなぎな
らよし）は、24歳の時に長

崎の海軍伝習所に入所、勝海舟ら
と共にオランダ式の航海術や西洋
数学に基づく測量術を学ぶ。その
後、明治9年に海軍に水路局が創
設され局長に就任しました。列強
各国が日本の沿岸や港を測量して
いた時代に、日本人による航海と
測量の重要性を説き、国内各地の
海図を作成しました。

 かいほジャーナル 73号  10

海図第1号釜石港から伊能図模謄写図
海図の石版、潮候推算機など、貴重な品々を多数展示！

戦火を逃れた一級図化機

伊能図模謄写図

陸中國釜石港之圖

「日本水路測量の父」
柳楢悦

海洋情報資料館

■開催日時
　平成29年12月18日（月）～平成30年1月21日（日）
　午前10時～午後5時まで
※火・木・土曜日及び12月29日～1月3日を除く　※事前予約不要、入場無料

海洋情報資料館

〒135-0064
東京都江東区青海2丁目5番18号
国土交通省青海総合庁舎1F
■開館時間：10時～17時
※火・木・土曜日及び12月29日～1月3日を除く

海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館海洋情報資料館
エトセトラ特別編
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平成27年、海洋情報部
はそれまでの築地か

ら江東区青海に庁舎を移転
しましたが、明治4年から
140年もの歴史を刻んだ築
地は「日本国海図及び海洋
調査発祥の地」とされ、水
路記念碑が建てられました。
海洋情報資料館にはその記
念碑のレプリカが飾られて
います。

明治から現在まで、東京湾の海図を並べてみると、
埋め立てで姿を変えてきた東京湾の変遷を知るこ

とができます。昔は川崎、越中島から船橋、千葉から木
更津にかけての海岸沿いに干潟が広がっていましたが、
その後は経済発展に伴う大規模な埋め立てで人工島が増
えています。

日本で海図を作り始めた明治初期には、海図
を印刷するための種版には主に耐久性に優

れた銅版が使用されていました。ただ、銅版の製
作には時間が掛かるため石版印刷の研究が進めら
れ、明治27年以降は石版による海図も作成され
ました。日清戦争の需要に応じたという背景もあ
ります。しかし石版の原料となるドイツ産の石灰
石の購入に時間を要すること、非常に重いため格
納や運搬に不便であることなどから、大正期にな
ってからは亜鉛版へと役目を引き継ぐことになり
ました。

電子計算機のなか
った時代、複雑

な潮汐現象の計算に
用いられたのがこの
潮候推算機です。こ
れはイギリス製の特注品で、昭和32年10月に海洋情報部（当
時の水路部）に設置されました。日本最大の潮候推算機で
あり、本機の導入で潮汐の精度は飛躍的に向上しました。

西之島の火山活動とその調査についてまとめたコーナーでは、西之島の
変遷や地形の変化の様子をまとめて知ることができます。もちろん、

どんな測量を実施したのか、その手法についても解説されています。

国土交通省青海総合庁舎1階の「海の相談室」では、冬休み
の特別企画として「世界の海図展」を開催します。世界各国
で刊行された海図をぜひご覧ください。

世界の海図展を開催！

水路記念碑（レプリカ）

東京湾の変遷

海図の石板（東京湾港）

潮候推算機
西之島の
調査概要も展示

■開催日時
　平成29年12月18日（月）～平成30年1月21日（日）
　午前10時～午後5時まで
※火・木・土曜日及び12月29日～1月3日を除く　※事前予約不要、入場無料

世界の海図展を開催！
冬休み特別

企画



ニュースフラッシュ

第
五
管
区

9
月
30
日

南
紀
白
浜
空
港「
空
の
日
フ
ェ
ス
タ
」で

地
元
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
と
う

み
ま
る
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

田
辺
保
安
部

第
六
管
区

第
六
管
区

10
月
14
日

9
月
6
日

能
取
岬
灯
台
点
灯
１
０
０
周
年
記
念

一
般
公
開

二
本
部

広
尾
保
安
署

第
四
管
区

9
月
16
日

「
６
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」に
参
加

～ 

海
の
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
１
１
８
番

P
R
用
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
～

四
本
部

第
七
管
区

9
月
6
日
・
7
日

地
元
中
学
校
が
基
地
の
仕
事
を
体
験

福
岡
航
空
基
地

10
月
1
日

紋
別
保
安
部

第
六
管
区

11
月
7
日

坂
手
港
で
泳
ぐ
い
の
し
し
発
見
！

小
豆
島
保
安
署

9
月
24
～
26
日

現
場
で
必
要
な
知
識
・
経
験
を
積
む
た
め
、

新
任
配
属
者
30
名
に
対
す
る
合
同
集
中

研
修
を
実
施

三
本
部

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
展
示
総
合
訓
練
を

₁0
年
ぶ
り
に
実
施

巡
視
船
と
か
ち
解
役

～
36
年
間
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
～

 かいほジャーナル 73号  12

第
一
管
区

第
二
管
区

第
一
管
区

第
三
管
区



第
八
管
区

9
月
2
日

大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
で
海
上
保
安
庁
の
業
務
を
P
R

舞
鶴
保
安
部

第
十
一
管
区

9
月
22
日

総
勢
11
機
関
に
よ
る
合
同
潜
水
訓
練
実
施

中
城
保
安
部

第
七
管
区

11
月
10
日

友
の
会
会
員
が
１
／
50
ス
ケ
ー
ル
の
巡
視
船

ま
つ
う
ら
を
製
作
中

唐
津
保
安
部

学
校

9
月
６
日

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
主
計
コ
ー
ス

第
50
期
学
生
に
よ
る
総
合
調
理
実
習

～
一
年
間
の
実
習
の
成
果
を
披
露
～

海
上
保
安
学
校

本
庁

10
月
2
日

外
国
海
上
保
安
機
関
に
対
す
る
能
力
向
上
支

援
専
従
部
門（
通
称
：「
海
上
保
安
庁
モ
バ
イ

ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
」）発
足

本
庁

第
九
管
区

9
月
3
日

「
伏
木
場
所
大
相
撲
」に
海
保
部
屋
か
ら

精
鋭
力
士
５
人
が
参
加

伏
木
保
安
部

第
十
管
区

10
月
7
日

L
i
f
e 

G
u
a
r
d 

C
h
i
l
d
r
e
n
等
と

と
も
に
漁
船
海
難
防
止
強
調
運
動
を
実
施
！

串
木
野
保
安
部

大
学
校

10
月
28
日

第
63
回
西
日
本
新
人
カ
ッ
タ
ー
競
技
大
会

に
て
男
・
女
両
新
人
ク
ル
ー
が
優
勝
！

海
上
保
安
大
学
校
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女子新人クルーは３連覇



［ 　 ］第18回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール
受賞作品が決定！！

沖縄県
宮古島市立 東

ひがし

小学校　５年生

小学生高学年の部

西
に し

里
ざ と

 愛
あ ゆ

未
み

さん

海上保安庁は、公益財団法人 海上保安協会との共催で、海洋環境保全思想普及活動の一環として
「未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール」を行っています。

今年で１８回目を迎えた本コンクールでは、全国の小中学生から３０，８３９点の作品応募があり、
応募作品の中から特別賞（国土交通大臣賞）をはじめとした次の受賞作品が決定しました。

広島県
広島市立宇

う

品
じな

小学校　６年生

小学生高学年の部  村
む ら

上
か み

 莉
り

央
お

さん

鹿児島県鹿児島市立武
たけ

小学校　２年生

小学生低学年の部　有
あ り

馬
ま

 一
い

織
お り

さん
中学生の部

徳島県
松茂町立松

まつ

茂
しげ

中学校　１年生

川
か わ

野
の

 空
そ ら

さん

海上保安協会
会長賞

海上保安庁
長官賞

愛媛県
松野町立松

まつ

野
の

西
にし

小学校　３年生

小学生低学年の部 毛
も う

利
り

 斗
と

綺
き

さん
愛媛県愛媛県立
宇
う

和
わ

島
じま

南
みなみ

中等教育学校　２年生

中学生の部 濱
は ま

田
だ

 栞
か ん

奈
な

さん

富山県
入善町立桃

とう

李
り

小学校　４年生

小学生高学年の部 亀
か め

田
だ

 碧
う

海
み

さん

特別賞
（国土交通大臣賞）

2017年
12月

15日
発

行
　

編
集

・
発

行
：

海
上

保
安

庁
 政

策
評

価
広

報
室
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